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 利用
りよう

契約者
けいやくしゃ

と、SunNeos
サンネオス

株式会社
かぶしきがいしゃ

（以下
い か

「事業者
じぎょうしゃ

」という。）とは、障
しょう

がい児
じ

（以
い

下
か

「児童
じどう

」

という。）が事業者
じぎょうしゃ

から提供
ていきょう

される児童
じどう

発達
はったつ

支援
しえん

または放
ほう

課
か

後
ご

等
とう

デイサービス（以下
い か

、合
あ

わ

せて「本
ほん

サービス」という。）を受
う

け、それに対
たい

する利用
りよう

料金
りょうきん

の支払
し は ら

い等
とう

について、次
つぎ

の

とおり契約
けいやく

（以下
い か

「本契約
ほんけいやく

」という。）を締結
ていけつ

します。 

 

 

第
だい

１条
じょう

（契約
けいやく

の目的
もくてき

） 

１ 本契約
ほんけいやく

は、就学前
しゅうがくまえ

の障
しょう

がい児
じ

（以下
い か

「未就学児
みしゅうがくじ

」という。）が日常
にちじょう

生活
せいかつ

における基本
きほん

的
てき

動作
どうさ

および知識
ちしき

技能
ぎのう

を習得
しゅうとく

し、また集団
しゅうだん

生活
せいかつ

に適応
てきおう

することができるよう、事業所
じぎょうしょ

に

おいて、適切
てきせつ

かつ効果
こうか

的
てき

な指導
しどう

訓練
くんれん

を行
おこな

うため、事業者
じぎょうしゃ

が利用者
りようしゃ

に対
たい

して必要
ひつよう

な児
じ

童
どう

福
ふく

祉
し

法
ほう

に基
もと

づく児童
じどう

発達
はったつ

支援
しえん

のサービスを適切
てきせつ

に提供
ていきょう

することを定
さだ

めます。 

２ 本契約
ほんけいやく

は、就学
しゅうがく

している障
しょう

がい児
じ

（以下
い か

「就学児
しゅうがくじ

」という。）が生活
せいかつ

能力
のうりょく

の向上
こうじょう

の

ために必要
ひつよう

な訓練
くんれん

を行
おこな

い、また社会
しゃかい

との交流
こうりゅう

を図
はか

ることができるようその就学児
しゅうがくじ

の身
しん

体
たい

および精神
せいしん

の 状況
じょうきょう

ならびにその置
お

かれている環境
かんきょう

に応
おう

じて適切
てきせつ

かつ効果的
こうかてき

な指導
し ど う

および訓練
くんれん

を行
おこな

うため、事業者
じぎょうしゃ

が就学児
しゅうがくじ

に対
たい

して必要
ひつよう

な児童
じどう

福祉
ふくし

法
ほう

に基
もと

づく放課後
ほうかご

等
とう

デ

イサービスを適切
てきせつ

に提供
ていきょう

することを定
さだ

めます。 

 

第
だい

２条
じょう

（契約
けいやく

の期間
きかん

) 

１ 本契約
ほんけいやく

の契約
けいやく

期間
きかん

は、本契約
ほんけいやく

の締結
ていけつ

の日
ひ

から利用者
りようしゃ

の 受給者証
じゅきゅうしゃしょう

に記載
き さ い

されている支
し

給
きゅう

決
けっ

定
てい

期
き

間
かん

までとします。ただし、児童
じどう

の 受給者証
じゅきゅうしゃしょう

が更新
こうしん

された場合において、利
り

用
よう

契
けい

約
やく

者
しゃ

と事業者
じぎょうしゃ

の双方
そうほう

に異議
い ぎ

がなければ、本契約
ほんけいやく

の契約
けいやく

期間
きかん

を 受給者証
じゅきゅうしゃしょう

に記載
きさい

の支給
しきゅう

決
けっ

定
てい

期
き

間
かん

内
ない

において自動
じどう

更新
こうしん

いたします。 

 

第
だい

３条
じょう

（サービスおよび契約
けいやく

支給
しきゅう

量
りょう

） 

１ 事業者
じぎょうしゃ

は、児童
じどう

の 受給者証
じゅきゅうしゃしょう

に記載
きさい

されたサービスの支給量
しきゅうりょう

を踏
ふ

まえ、児童
じどう

に面接
めんせつ

し

て児童
じどう

の課題
かだい

と意向
いこう

を把握
はあく

し、担当者
たんとうしゃ

会議
かいぎ

を開
ひら

いて児童
じどう

の個別
こべつ

支援
しえん

計画
けいかく

原案
げんあん

を作成
さくせい

しま

す。 
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２ この計画
けいかく

原案
げんあん

は、事業者
じぎょうしゃ

が利用
りよう

契約者
けいやくしゃ

に説明
せつめい

して同意
どうい

を得
え

たうえで成案
せいあん

とし、事業者
じぎょうしゃ

は

「個別
こべつ

支援
しえん

計画
けいかく

書
しょ

」を利用
りよう

契約者
けいやくしゃ

に交付
こうふ

します。利用
りよう

契約者
けいやくしゃ

はいつでも個別
こべつ

支援
しえん

計画
けいかく

に

ついての説明
せつめい

を求
もと

め、意見
いけん

を述
の

べることや変更
へんこう

を求
もと

めることができます。 

３ 事業者
じぎょうしゃ

は、前項
ぜんこう

の個別
こべつ

支援
しえん

計画
けいかく

に基
もと

づき、事業所
じぎょうしょ

の契約
けいやく

支給
しきゅう

量
りょう

を定
さだ

め、児童
じどう

の受給者
じゅきゅうしゃ

証
しょう

にその日数
にっすう

を記載
きさい

します。 

４ 個別
こべつ

支援
しえん

計画
けいかく

作成
さくせい

後
ご

、個別
こべつ

支援
しえん

計画
けいかく

の実施
じっし

状況
じょうきょう

の把握
はあく

を行
おこな

う（モニタリング）とと

もに、少
すく

なくとも６か月
げつ

に１回
かい

以上
いじょう

、個別
こべつ

支援
しえん

計画
けいかく

の見
み

直
なお

しを行
おこな

い、新
あたら

しい個別
こべつ

支援
しえん

計画
けいかく

を定期
ていき

に作成
さくせい

し直
なお

します。 

５ 利用
りよう

契約者
けいやくしゃ

は、受給者
じゅきゅうしゃ

証
しょう

の記載
きさい

事項
じこう

に変更
へんこう

があった場合
ばあい

には、速
すみ

やかに事業者
じぎょうしゃ

に変更
へんこう

内容
ないよう

を知
し

らせるとともに、事業者
じぎょうしゃ

にその写
うつ

しを取
と

らせるものとします。 

 

第
だい

４条
じょう

（本
ほん

サービスの内容
ないよう

） 

１ 事業者
じぎょうしゃ

は、その指揮
し き

命令
めいれい

のもとに、未
み

就学
しゅうがく

児
じ

が生活
せいかつ

能力
のうりょく

の向上
こうじょう

のために必要
ひつよう

な訓練
くんれん

を行
おこな

い、および社会
しゃかい

との交流
こうりゅう

を図
はか

ることができるよう、その未
み

就学
しゅうがく

児
じ

の身体
しんたい

および

精神
せいしん

の 状況
じょうきょう

ならびにその置
お

かれている環境
かんきょう

に応
おう

じて、事業所
じぎょうしょ

の 従業者
じゅうぎょうしゃ

に適切
てきせつ

かつ

効果
こうか

的
てき

な指導
しどう

および訓練
くんれん

を行
おこな

わせ、前条
ぜんじょう

に定
さだ

める個別
こべつ

支援
しえん

計画
けいかく

に基
もと

づいて、適切
てきせつ

に児童
じどう

発達
はったつ

支援
しえん

のサービスを提供
ていきょう

します。 

２ 事業者
じぎょうしゃ

は、その指揮
し き

命令
めいれい

のもとに、就学
しゅうがく

児
じ

が生活
せいかつ

能力
のうりょく

の向上
こうじょう

のために必要
ひつよう

な訓練
くんれん

を

行
おこな

い、また社会
しゃかい

との交流
こうりゅう

を図
はか

ることができるよう、就学
しゅうがく

児
じ

の身体
しんたい

および精神
せいしん

の 状況
じょうきょう

ならびにその置
お

かれている環境
かんきょう

に応
おう

じて、事業所
じぎょうしょ

の 従業者
じゅうぎょうしゃ

に適切
てきせつ

かつ効果
こうか

的
てき

な指導
しどう

お

よび訓練
くんれん

を行
おこな

わせ、前条
ぜんじょう

に定
さだ

める個別
こべつ

支援
しえん

計画
けいかく

に基
もと

づいて、適切
てきせつ

に放課後
ほうかご

等
とう

デイサー

ビスを提供
ていきょう

します。 

 

第
だい

５条
じょう

（利用者
りようしゃ

負担
ふたん

額
がく

および実費
じ っ ぴ

負担
ふたん

額
がく

） 

１ 利用
りよう

契約者
けいやくしゃ

は、前条
ぜんじょう

に定
さだ

める本
ほん

サービスに対
たい

して、重要
じゅうよう

事項
じこう

説明書
せつめいしょ

に定
さだ

める所定
しょてい

の

利用者負担額
りようしゃふたんがく

および本
ほん

サービス利用
りよう

にかかる実費
じ っ ぴ

負担
ふたん

額
がく

を事業者
じぎょうしゃ

に支払
しはら

います。児
じ

童
どう

福
ふく

祉
し

法
ほう

に基
もと

づく障害
しょうがい

児
じ

通所
つうしょ

給付
きゅうふ

費
ひ

は、事業者
じぎょうしゃ

が市町村
しちょうそん

から代理
だいり

して受領
じゅりょう

します。 
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２ 前項
ぜんこう

の利用者
りようしゃ

負担額
ふたんがく

および実費負担額
じっぴふたんがく

は、１か月
げつ

ごとに計算
けいさん

し、支払
しはら

い額
がく

が発
はっ

生
せい

する場
ば

合
あい

には、利用
りよう

契約者
けいやくしゃ

はこれを事業者
じぎょうしゃ

が請求書
せいきゅうしょ

において指定
してい

する日
ひ

までに支払
しはら

います。 

 

第
だい

６条
じょう

（利用
りよう

の中止
ちゅうし

、変更
へんこう

） 

１ 利用
りよう

契約者
けいやくしゃ

は、利用
りよう

予定日
よていび

前
まえ

において、本
ほん

サービスの利用
りよう

を中止
ちゅうし

または変更
へんこう

すること

ができます。この場合
ばあい

には、本
ほん

サービス利用
りよう

予定日
よていび

の前日
ぜんじつ

までに事業者
じぎょうしゃ

に申
もう

し出
で

るもの

とします。 

２ 利用
りよう

契約者
けいやくしゃ

が、利用
りよう

予定日
よていび

当日
とうじつ

に利用
りよう

の中止
ちゅうし

を申
もう

し出
で

た場合
ばあい

には、重要
じゅうよう

事項
じこう

説明書
せつめいしょ

に

定
さだ

める所定
しょてい

のキャンセル料
りょう

を事業者
じぎょうしゃ

にお支払
しはら

いいただく場合
ばあい

があります。ただし、児童
じどう

の当日
とうじつ

の病変
びょうへん

や、急
きゅう

な入院
にゅういん

等
とう

やむを得
え

ない事由
じゆう

により本
ほん

サービス開始
かいし

予定
よてい

時刻
じこく

までに

利用
りよう

中止
ちゅうし

の連絡
れんらく

を行
おこな

った場合
ばあい

には、キャンセル料
りょう

はいただきません。 

３ 事業者
じぎょうしゃ

は、第
だい

１項
こう

に基
もと

づく利用
りよう

契約者
けいやくしゃ

からの本
ほん

サービス利用
りよう

日
び

の変更
へんこう

の申
もう

し出
で

に対
たい

し

て、その利用
りよう

希望日
きぼうび

の利用
りよう

状況
じょうきょう

等
とう

により、児童
じどう

の希望
きぼう

する日
ひ

に本
ほん

サービスの提供
ていきょう

をで

きない場合
ばあい

には、他
た

の利用
りよう

可能
かのう

日
び

を利用者
りようしゃ

に提示
ていじ

して協議
きょうぎ

しますが、１日
にち

あたりの定員
ていいん

の

定
さだ

めによりその希望
きぼう

に添
そ

えない場合
ばあい

があります。 

 

第
だい

７条
じょう

（事業者
じぎょうしゃ

の基本
きほん

的
てき

義務
ぎむ

） 

１ 事業者
じぎょうしゃ

は、児童
じどう

が生活
せいかつ

能力
のうりょく

の向上
こうじょう

のために必要
ひつよう

な訓練
くんれん

を行
おこな

い、社会
しゃかい

との交流
こうりゅう

を図
はか

る

ことができるよう、児童
じどう

の身体
しんたい

および精神
せいしん

の 状況
じょうきょう

ならびにその置
お

かれている環境
かんきょう

に応
おう

じて、適切
てきせつ

かつ効果
こうか

的
てき

な指導
しどう

および訓練
くんれん

を行
おこな

います。 

２ 事業者
じぎょうしゃ

は、児童
じどう

の意思
い し

と人格
じんかく

を尊重
そんちょう

し、常
つね

に児童
じどう

の立場
たちば

に立
た

って、本
ほん

サービスを提供
ていきょう

します。 
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第
だい

８条
じょう

（事業者
じぎょうしゃ

の具体
ぐたい

的
てき

義務
ぎむ

） 

事業者
じぎょうしゃ

の具体
ぐたい

的
てき

義務
ぎむ

は、次
つぎ

の各号
かくごう

に掲
かか

げるとおりです。 

（１）安全
あんぜん

配慮
はいりょ

義務
ぎむ

 

   事業者
じぎょうしゃ

は、本
ほん

サービスの提供
ていきょう

にあたって、児童
じどう

の生命
せいめい

・身体
しんたい

・財産
ざいさん

の安全
あんぜん

確保
かくほ

に配慮
はいりょ

します。 

（２）説明
せつめい

義務
ぎむ

 

   事業者
じぎょうしゃ

は、本契約
ほんけいやく

に基
もと

づく内容
ないよう

について、児童
じどう

の質問
しつもん

等
とう

に対
たい

して適切
てきせつ

に説明
せつめい

します。 

（３）守秘
しゅひ

義務
ぎむ

 

   事業者
じぎょうしゃ

および 従業者
じゅうぎょうしゃ

は、本契約
ほんけいやく

による本
ほん

サービスを提供
ていきょう

するにあたって知
し

り得
え

た

児童
じどう

や保護者
ほごしゃ

等
とう

の秘密
ひみつ

について、正当
せいとう

な理由
りゆう

がある場合
ばあい

を除
のぞ

き、第三者
だいさんしゃ

に開示
かいじ

するこ

とはありません。 

（４）虐待
ぎゃくたい

防止
ぼ う し

のための措置
そ ち

 

   事業所
じぎょうしょ

は、児童
じ ど う

の人権
じんけん

の擁護
よ う ご

・虐待
ぎゃくたい

の防止
ぼ う し

等
とう

のため、次
つぎ

の措置
そ ち

を講
こう

じるものとしま

す。 

  ① 虐待
ぎゃくたい

防止
ぼ う し

に関
かん

する責任者
せきにんしゃ

の選定
せんてい

及
およ

び設置
せ っ ち

 

  ② 成年
せいねん

後見
こうけん

制度
せ い ど

の利用
り よ う

支援
し え ん

 

  ③ 苦情
くじょう

解決
かいけつ

体制
たいせい

の整備
せ い び

 

  ④ 従
じゅう

業者
ぎょうしゃ

に対
たい

する虐待
ぎゃくたい

の防止
ぼ う し

を啓発
けいはつ

・普及
ふきゅう

するための研修
けんしゅう

の実施
じ っ し

 

  ⑤ 虐待
ぎゃくたい

防止
ぼ う し

のための対策
たいさく

を検討
けんとう

する虐待
ぎゃくたい

防止
ぼ う し

委員会
いいんかい

の設置
せ っ ち

及
およ

び委員会
いいんかい

での検討
けんとう

結果
け っ か

についての従
じゅう

業者
ぎょうしゃ

への周知
しゅうち

徹底
てってい

 

（５）身体
しんたい

拘束
こうそく

の禁止
きんし

 

   事業者
じぎょうしゃ

は、児童
じどう

の生命
せいめい

または身体
しんたい

を保護
ほご

するため、緊急
きんきゅう

やむを得
え

ない場合
ばあい

を除
のぞ

いて、

身体
しんたい

的
てき

拘束
こうそく

その他
た

の児童
じどう

の行動
こうどう

を制限
せいげん

する行為
こうい

を行
おこな

いません。 

（６）記録
きろく

保存
ほぞん

整備
せいび

義務
ぎむ

 

   事業者
じぎょうしゃ

は、サービス提供
ていきょう

に関
かん

する記録
きろく

を整備
せいび

し、サービス提供日
ていきょうび

から５年間
ねんかん

保存
ほぞん

し

ます。利用
りよう

契約者
けいやくしゃ

は、事業者
じぎょうしゃ

のサービス提供
ていきょう

時間
じかん

内
ない

に自分
じぶん

の記録
きろく

を閲覧
えつらん

し、実費
じっぴ

を負担
ふたん

してコピーを請求
せいきゅう

することができます。 
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第
だい

９条
じょう

（事故
じこ

と損害
そんがい

賠償
ばいしょう

） 

１ 事業者
じぎょうしゃ

は、本
ほん

サービスの提供
ていきょう

によって事故
じこ

が生
しょう

じた場合
ばあい

には、速
すみ

やかに保護者
ほごしゃ

等
とう

・

市町村
しちょうそん

に連絡
れんらく

して必要
ひつよう

な措置
そち

を講
こう

じます。 

２ 事業者
じぎょうしゃ

は、業務
ぎょうむ

遂行
すいこう

上
じょう

の過失
かしつ

により児童
じどう

に損
そん

害
がい

を与
あた

え、民事
み ん じ

訴訟
そしょう

上
じょう

の賠償
ばいしょう

責任
せきにん

が生
しょう

じた場合
ばあい

に損害
そんがい

を補償
ほしょう

します。 

 

第
だい

１０条
じょう

（契約
けいやく

の 終了
しゅうりょう

事由
じゆう

） 

  本契約
ほんけいやく

は、次
つぎ

の各号
かくごう

に掲
かか

げる事由
じゆう

が生
しょう

じた場合
ばあい

には、 終了
しゅうりょう

するものとします。 

（１）第
だい

２条
じょう

の契約
けいやく

期間
きかん

が満了
まんりょう

したとき。（ただし、満了
まんりょう

前
まえ

に契約
けいやく

更新
こうしん

の手続
てつづ

きが取
と

ら

れた場合
ばあい

を除
のぞ

く） 

（２）第
だい

１１条
じょう

から第
だい

１３条
じょう

に基
もと

づき本契約
ほんけいやく

が解約
かいやく

または解除
かいじょ

されたとき。 

（３）事業者
じぎょうしゃ

が指定
してい

を取
と

り消
け

されたとき、または指定
してい

を辞退
じたい

したとき。 

（４）事業者
じぎょうしゃ

が解散
かいさん

命令
めいれい

を受けたとき。破産
はさん

したとき。またはやむを得ない事由
じゆう

により

事業所
じぎょうしょ

を閉鎖
へいさ

したとき。 

（５）児童
じどう

が６か月
げつ

以上
いじょう

にわたって利用
りよう

しないとき。 

 

第
だい

１１条
じょう

（利用
りよう

契約者
けいやくしゃ

からの中途
ちゅうと

解約
かいやく

） 

  利用
りよう

契約者
けいやくしゃ

は、本契約
ほんけいやく

の有効
ゆうこう

期間
きかん

中
ちゅう

であっても、本契約
ほんけいやく

を解約
かいやく

することができます。

この場合
ばあい

には、利用
りよう

契約者
けいやくしゃ

は契約
けいやく

終了
しゅうりょう

を希望
きぼう

する日
ひ

の３０日
にち

前
まえ

までに事業者
じぎょうしゃ

に通知
つうち

す

るものとします。ただし、児童
じどう

が入院
にゅういん

し今後
こ ん ご

の利用
り よ う

の見込
み こ

みがない場合など、正当
せいとう

な理由
りゆう

がある場合
ばあい

には、ただちに解約
かいやく

することができます。 

 

第
だい

１２条
じょう

（利用
りよう

契約者
けいやくしゃ

からの契約
けいやく

解除
かいじょ

） 

  利用
りよう

契約者
けいやくしゃ

は、事業者
じぎょうしゃ

もしくは 従業者
じゅうぎょうしゃ

が次
つぎ

の各号
かくごう

に掲
かか

げる事由
じゆう

に該当
がいとう

する行為
こうい

を行
おこな

った場合
ばあい

には、ただちに本契約
ほんけいやく

を解除
かいじょ

することができます。 

（１）事業者
じぎょうしゃ

もしくは 従業者
じゅうぎょうしゃ

が、正当
せいとう

な理由
りゆう

なく本契約
ほんけいやく

に定
さだ

めるサービスを実施
じっし

しない

とき。 
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（２）事業者
じぎょうしゃ

もしくは 従業者
じゅうぎょうしゃ

が、第
だい

８条
じょう

（事業者
じぎょうしゃ

の具体
ぐたい

的
てき

義務
ぎむ

）に違反
いはん

したとき。 

（３）事業者
じぎょうしゃ

もしくは 従業者
じゅうぎょうしゃ

が、故意
こい

または過失
かしつ

により、児童
じどう

もしくは保護者
ほごしゃ

等
とう

の生命
せいめい

・

身体
しんたい

・財物
ざいぶつ

・信用
しんよう

を傷
きず

つけるなど、本契約
ほんけいやく

を継続
けいぞく

しがたい事情
じじょう

が認
みと

められるとき。 

 

第
だい

１３条
じょう

（事業者
じぎょうしゃ

からの契約
けいやく

解除
かいじょ

） 

  事業者
じぎょうしゃ

は、利用
りよう

契約者
けいやくしゃ

または児童
じ ど う

が次
つぎ

の各号
かくごう

に掲
かか

げる事由
じゆう

に該当
がいとう

する場合
ばあい

には、事業者
じぎょうしゃ

の意思表示
い し ひ ょ う じ

のみによって本契約
ほんけいやく

を解除
かいじょ

することができます。 

（１）利用
りよう

契約者
けいやくしゃ

または児童
じどう

が、通常
つうじょう

の事業
じぎょう

実施
じっし

地域
ちいき

外
がい

に転居
てんきょ

したとき。 

（２）利用
りよう

契約者
けいやくしゃ

に支払
しはら

い能力
のうりょく

があるにもかかわらず、第
だい

５条
じょう

（利用者
りようしゃ

負担
ふたん

額
がく

および実費
じ っ ぴ

負担
ふたん

額
がく

）に定
さだ

める本
ほん

サービス利用
りよう

料金
りょうきん

の支払
しはら

いが２か月
げつ

以上
いじょう

遅延
ちえん

し、相当
そうとう

期間
きかん

を定
さだ

め

て催促
さいそく

したにもかかわらず故意
こい

に支払
しはら

わないと事業者
じぎょうしゃ

が判断
はんだん

したとき。 

（３）児童
じ ど う

、利用
り よ う

契約者
けいやくしゃ

が契約締結時
けいやくていけつじ

に児童
じ ど う

の心身
しんしん

の状 況
じょうきょう

及
およ

び病歴
びょうれき

等
とう

の重要
じゅうよう

事項
じ こ う

につ

いて、故意
こ い

にこれを告
つ

げず、または不実
ふ じ つ

の告知
こ く ち

を行
おこな

い、その結果
け っ か

本契約
ほんけいやく

を継続
けいぞく

しがた

い事情
じじょう

を生
しょう

じさせたと事業者
じぎょうしゃ

が判断
はんだん

したとき。 

（４）児童
じ ど う

、利用
り よ う

契約者
けいやくしゃ

等
とう

が、他
た

の利用者
りようしゃ

、事業者
じぎょうしゃ

もしくは本
ほん

サービスの 従業者
じゅうぎょうしゃ

の生命
せいめい

・

身体
しんたい

・財物
ざいぶつ

・信用
しんよう

を傷
きず

つけること、個人
こ じ ん

に対
たい

する精神
せいしん

的
てき

な攻撃
こうげき

、名誉
め い よ

毀損
き そ ん

・侮辱
ぶじょく

・暴力
ぼうりょく

・

暴言
ぼうげん

・畏怖
い ふ

行為
こ う い

その他
た

の迷惑
めいわく

行為
こ う い

をしたことにより、本契約
ほんけいやく

を継続
けいぞく

しがたい事情
じじょう

を生
しょう

じさせ、その 状況
じょうきょう

の改善
かいぜん

が見込
みこ

めないと事業者
じぎょうしゃ

が判断
はんだん

したとき。 

（５）児童
じ ど う

、利用
り よ う

契約者
けいやくしゃ

が、本契約
ほんけいやく

の基礎
き そ

にある事業者
じぎょうしゃ

との相互
そ う ご

の信頼
しんらい

関係
かんけい

を損
そこ

なわせ、当該
とうがい

関係
かんけい

の継続
けいぞく

を困難
こんなん

にさせる行為
こ う い

をしたと事業者
じぎょうしゃ

が判断
はんだん

したとき。 

（６）児童
じ ど う

、利用
り よ う

契約者
けいやくしゃ

が、本
ほん

サービスの 従業者
じゅうぎょうしゃ

に対し、長時間
ちょうじかん

の拘束
こうそく

（対応
たいおう

）、同
おな

じ内容
ないよう

を繰
く

り返
かえ

すクレーム、個人
こ じ ん

に対
たい

する精神
せいしん

的
てき

な攻撃
こうげき

、名誉
め い よ

毀損
き そ ん

・侮辱
ぶじょく

・暴言
ぼうげん

・暴力
ぼうりょく

・畏怖
い ふ

行為
こ う い

その他
た

の迷惑
めいわく

行為
こ う い

（カスタマーハラスメント）をしたことにより、本
ほん

サービスの

従業者
じゅうぎょうしゃ

の就 業
しゅうぎょう

環境
かんきょう

が害
がい

されると事業者
じぎょうしゃ

が判断
はんだん

したとき。（なお、令和
れ い わ

２年
ねん

厚生
こうせい

労働
ろうどう

省
しょう

告示
こ く じ

第
だい

５号
ごう

事業
じぎょう

主
ぬし

が職場
しょくば

における優越的
ゆうえつてき

な関係
かんけい

を背景
はいけい

とした言動
げんどう

に起因
き い ん

する問題
もんだい

に関
かん

して雇用
こ よ う

管理上
かんりじょう

講
こう

ずべき措置
そ ち

等
とう

についての指針
し し ん

には、カスタマーハラスメントに

ついて「顧客
こきゃく

等
とう

からの 著
いちじる

しい迷惑
めいわく

行為
こ う い

（暴行
ぼうこう

、脅迫
きょうはく

、ひどい暴言
ぼうげん

、 著
いちじる

しく不当
ふ と う

な
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要求
ようきゅう

等
とう

）」と説明
せつめい

され、また厚生
こうせい

労働省
ろうどうしょう

が公表
こうひょう

している「カスタマーハラスメント

対策
たいさく

企業
きぎょう

マニュアル」７頁
ぺーじ

には、カスタマーハラスメントについて「顧客
こきゃく

等
とう

からのク

レーム・言動
げんどう

のうち、当該
とうがい

クレーム・言動
げんどう

の要求
ようきゅう

の内容
ないよう

の妥当性
だとうせい

に照
て

らして、当該
とうがい

要求
ようきゅう

を実現
じつげん

するための手段
しゅだん

・態様
たいよう

が社会
しゃかい

通念上
つうねんじょう

不相当
ふそうとう

なものであって、当該
とうがい

手段
しゅだん

・態様
たいよう

に

より、労働者
ろうどうしゃ

の就 業
しゅうぎょう

環境
かんきょう

が害
がい

されるもの」と説明
せつめい

されている。） 

 

第
だい

１４条
じょう

（苦情
くじょう

解決
かいけつ

） 

１ 利用
りよう

契約者
けいやくしゃ

は、本契約
ほんけいやく

に基
もと

づく本
ほん

サービスについて、いつでも重要
じゅうよう

事項
じこう

説明書
せつめいしょ

に記載
きさい

されている苦情
くじょう

受付
うけつけ

窓口
まどぐち

に苦情
くじょう

を申
もう

し立
た

てることができます。 

２ 利用
りよう

契約者
けいやくしゃ

は本契約
ほんけいやく

に基
もと

づく本
ほん

サービスについて、重要
じゅうよう

事項
じこう

説明書
せつめいしょ

に記載
きさい

された社会
しゃかい

福祉
ふくし

協議会
きょうぎかい

に設置
せっち

されている運営
うんえい

適正
てきせい

化
か

委員会
いいんかい

に苦情
くじょう

を申
もう

し立
た

てることもできます。 

 

第
だい

１５条
じょう

（協議
きょうぎ

事項
じこう

） 

  本契約
ほんけいやく

に定
さだ

められていない事項
じこう

について問題
もんだい

が生
しょう

じた場合
ばあい

には、児童
じどう

福祉
ふくし

法
ほう

その他
た

諸
しょ

法令
ほうれい

の定
さだ

めるところに従
したが

い、利用
りよう

契約者
けいやくしゃ

と事業者
じぎょうしゃ

は誠意
せいい

をもって協議
きょうぎ

するものとします。 

 

 

 上記
じょうき

の契約
けいやく

の成立
せいりつ

を証
しょう

するために、この契約書
けいやくしょ

を２通
つう

作成
さくせい

し、利用
りよう

契約者
けいやくしゃ

および事業者
じぎょうしゃ

が記名
きめい

のうえ、各自
かくじ

１通
つう

を所持
しょじ

・保管
ほかん

します。 

 

 令和
れ い わ

   年
ねん

   月
がつ

   日
にち
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事
業
者

じ
ぎ
ょ
う
し
ゃ 

本
ほん

   社
しゃ

 大阪府
おおさかふ

枚方
ひらかた

市
し

茄子作
なすづくり

1 丁
ちょう

目
め

31番
ばん

12号
ごう

 

法
ほう

 人
じん

 名
めい

 SunNeos
さんねおす

株式会社
かぶしきがいしゃ

 

代表者名
だいひょうしゃめい

 代表
だいひょう

取締役
とりしまりやく

 野
の

々
の

村
むら

匡介
きょうすけ

  

 

利用
りよう

契約者
けいやくしゃ

 

（保護者
ほごしゃ

） 

住
じゅう

 所
しょ

 

 

氏
し

 名
めい

                           

続
つづき

 柄
がら

  

利用者
りようしゃ

（児童
じどう

）氏名
しめい

  

 

代
だい

筆者
ひつしゃ

 

住
じゅう

 所
しょ

 

 

氏
し

 名
めい

                           

 

 


